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乳牛の新飼養標準できる！！ 
 

 従来農林省が奨励してきたアメリカ流のＮＲＣの

飼養標準では、実際に乳牛を飼う場合、標準より１

割も１割５分も増飼いしなければならぬため、標準

にならないことがわかったので、畜産局も畜産試験

場も反省して、先年来種々検討して新乳牛飼養標準

をつくった。 

 これは維持、妊娠秘乳について代謝試験と飼養試

験を行い、さらに養分要求量については、代謝試験

飼養試験の両成績を裏づけとして決定された。変更

個所あらましは次のとおり。（ＮＲＣ標準を 100 とす

る） 

 

①維持に必要な養分量 

ＴＤＮ（可消化養分総量）は 115％。ただし、稲わら

等の粗飼料を多給する場合には、これによりやや多

めにやる。ＤＣＰ（可消化粗蛋白質）は 71～129％で

平均 95％程度。また乾物摂取量については 12％くら

いふやす。 

 

②妊娠に必要な養分量 

 お産前の２～３ヵ月間はＴＤＮ90％ＤＣＰ80～

90％、お産の月はＴＤＮ100％、ＤＣＰ100～110％に

する。 

 

③乳の生産に必要な養分量 

１キロ生産にＴＤＮ102％、ＤＣＰ109％。 

 


